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1

低
開
発
国
の.

二
重
経
済

二
重
経
済
と
は
、

.一
国
め
内
部
に
ニ
つ
の
異
な
っ
た
経
済
が
並
存
し
て
い
.る 

こ
と
を
い
ぅ
。
そ
の
種
類
に
ょ

0
て
、
.規
模
別
、
.地
域

別

，人
種
.別
.

1
^ 1
:
. 

熟
練
度
別
、
'業
種
別
等
が
考
え
ら
れ
、
先
進
国
に
も
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
を
。
' 

. 

A.

か
し
今
日
、
経
済
発
展
が
問
題
に
さ
れ
で」

い
を
低
開
発
国
の
，一
一
重
経
済
は
、：

一
方
の
.経
済
な
い
し
部
們
は
、
伝
統
的
経
済
、

生
存
あ
る
い
は
自
給
.
?

bsistl. 

e
n
c
e
)

経
済
、
原

住

民(
i
n
d
i
g
e
n
i
)

経
済
、
農
業
部
門
な
、ど
と
呼
ば
れ
、
他
’ 

 ̂

方
の
経
済
が
い
し
部
門
は
、
近
代
経
済
、
交
換
経
済
、
貨
幣
経
済
、
資
本
主
義 

経
済
、.
.輸
出
部
門
、
工
業
部
門
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
経
済
と 

部
門
と
い
ぅ
概
念
の
相
違

.に
注
意
を
払
い
、

「

部

門

(86ctor)J 

,と
い
ぅ
用
語
.
. 

は
、
経
済
体
制
の
構
成
部
門
が
相
互
に
依
存
的
で
、
.相
互
に
欠
く
ベ
が
ら
ざ
る 

も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
各
経
済
が
：単
に
全
体
の
■
一
 

部
で
あ
る
と 

い
ぅ
以
上
に
、
各
自
独
立
で
、
そ
れ
自
身
の
統
一
を
保
っ
て
い
る
ょ
う
な
状
態 

を
表
現
す
る
に
は
適
当
で
な
く
、

「

経
済」

と
呼
ん
だ
ほ
ぅ
が
ょ
い
と
い
ぅ
意 

見
も
t
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、

用
語
.の
問
題
に
は
拘
泥
し
な
い
こ
と
に
し

て
、
伝
統
的
自
給
経
済
と
近
代
的
交
換
経
済
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

'

一
般
.に
：伝
統
的
自
給
経
済
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
社
会
の
成

員
は
近
代
的
社
会
か
ら
み
れ
ば
非
合
理
的
な
行
動
：を
と
る
こ
と
'
産
業
は
農
業

を
主
体
と
し
、
若
干
の
手
工
業
を
含
む
こ
と
、
貨
幣
経
済
が
十
分
滲
透
し
て
お

ら
ず
、.
.市
場
向
の
生
，産
が
規
則
的
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
自
給
自
足
的
経
済
で

あ
る
こ
と
、
大
規
模
な
分
業
が
欠
如
し
、
技
術
水
準
が
低
く
、
.
一
 

人
当
り
所
得

は
物
理
的
'あ
る
い
は
カ
ロ
リー

的
な
最
小
限
の
水
準
に
あ
る
静
態
的
経
済
で
あ

る
こ
と
等
で
あ
る
。

近
代
的
交
換
経
済
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
伝
統
的
自
給
経
済
の
特

微
と
対
照
的
で
あ
つ.
て
、
' 近
代
的
合
理
主
義
、利
潤
極
大
化
の
行
動
が
と
ら
れ
、

産
業
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
シ
農
業
、
鉱
業
、
大
工
業
で
、
貨
幣
経
済
の
下
に
市

場
向
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
る
、
高
い
.技
術
水
準
、•
高
い
一
人
当
り
所
得
を
実

現
し
、
成
長
率
も
高
い
社
会
で
あ
る
。

こ
の
よ
ぅ
な
二
重
経
済
は
、
世
界
の
低
開
発
国
、
ィ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
を

典
型
と
し
、

ア
ジ
ア
、
近
東
、

ア
フ
リ
カ
と
ラ
テ
ン
•
ア
メ
リ
カ
の1

部
に
も 

(
3〕

み
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
二
重
経
済
は今

！：H

の
低
開
発
国
に
と
っ
て

例
外
的
な
も
の
で
は
な
く
、
.
む
し
ろ
一
般
的
に
み
ら
れ
.

る
状
態
で
あ
り
、
経
济 

開
発
計
画
も
、
と
れ
を
与
件
ど
し
て
立
案
さ
れ
、1.
樊
行
さ
れ
な
く
て
は
.

な
ら
.な

い
;0
, 

.

y: 
•.■

.

.

,-
•

■

(

i

)

：
矢

内

康

勝

.
_
'

『

低

開

発

国

の
^

出

と

経

済
^

^

,

'

一
，
九

_ユ
バ

2
年
、
第
四
章
第 

一
節
参
照
,0
:

，
パ

<

.

,

'

.

.

>
2)

一
 

William J. Barber'The 

E
c
o
n
o
m
y

 

of 

British 

Central 

Africa,. 

•1961, p. 

4- 

.
 

.
 

.
 

.一
 

V 

.

.

V
3
/ . J

o
h
n
c
,

 H. Fei a
nd Gustav Ranis, .Development 

of 

the 

Labor 

Surplus E
c
o
n
o
m
y

 : Theory and Policy, 

1964, p. 

3.

- ,

2

.:
ニ
重
経
済
の
理
論
的
モ
デ
ー
ル
，

ニ
前
経
済
の
経
済
理
論
的
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
.

に
際
し
て
、
技
術
の
生
産
要 

素
代
替
性
に
つ
い
て
相
反
ず
る
ニ
つ
の
考
え
方
が
あ
る
よw

-
v

で
あ
る
。r 

大
工
業~

■

近
代
的
技
術——

資
本
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
.ィ
テ
ィ

農
業
•
手
工
業

-

-

-

-伝
統
的
技
術
^

―

労
働
集
約
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

と
い
ぅ
二
重
経
済
の
：存
在
を
説
明
す
る
た
め
に
、.
エ
ツ
カ
ゥ
ス
a

.
 

O
T
, 

?

i

)

 

の
よ
ぅ
に
生
産
要
素
比
率
.

に
注
目
し
、
伝
統
的
自
給
経
済
で
は
、
農
業
な
い
し 

手
工
業
を
念
頭
：に
.

お
き
、.

生
産
物
は
広
い
範
囲
に
わ
た
る
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
.テ
ィ 

.

に
よ
.

っ
て
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
.

と
仮
定
す
る
。：
つ
ま
り
資
本
.，労
働
比 

率
は
広
い
範
四
内
で
可
変
で
.

あ
る
。」

j

れ
に
反
し
て
近
代
的
交
換
経
済
と
し
て 

は
、：.プ
ラ
ソ

テ
I

シ
ョ

ン
,
鉱
業
、

石
油
採
f

M

製
*

大
工
業
を
念
頭
に 

お
き
、

こ
こ
で
.

は
生
産
要
素
.

間
の
.

代
替
性
が
小
さ
い
？

あ
る
い
は
資
本
を
縦 

軸
、/

;

労
働
を
横
軸
に
と
ら
：て
等
産
出
量
曲
線
.

を
描
く
と
’

..
-

:

ァ
シ

.
グ

ル

の

形

と

な

.
経

済

発

展

と

二

重

経

済

る
。
す
な
.わ
ち1

.

つ
の
生
産
物
..を
生
産
す
る
た
め
の
ァ
ク
テ
ィ
ヴ
.ィ
テ
ィ
は
.一
 

本
し
か
な
い
と
仮
定
す
る
。
'
こ
の
仮
定
は
、
キ
シ
ド
ル
バ
ー
ガ
ー(C.P. K

i
n
— 

’ 

&ぎ

1)
)

も
指
摘
し
て
.：い
る
よ
う
に
"

石
油
精
製
な
ど
で
は
た
し
か
に
現
実 

的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
で
は
近
代
的
交
换
経
済
部
門
で
雇
用
で
き
る 

:

労
働
量
は
、
こ
の
経
済
内
に
存
在
す
る
資
本
の
存
在
量
.に
よ
っ
て
規
定
さ
れ 

、.
'
.
る
。
.労
働
量
は
資
本
量
に
比
べ
、
当
然
余
剰
と
考
え
ら
れ
、
伝
統
的
自
給
経
済 

で
は
"
仮
定
に
よ
り
か
な
ヶ
労
働
集
約
的
な
技
術
も
可
能
で
あ
る
か
ら
、
近
代 

的
経
済
の
余
剰
労
働
は
伝
統
的
経
済
で
雇
用
を
見
出
す
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
で 

人
口
が
増
加
す
れ
ば
、
彼
ら
は
伝
統
的
経
済
に
行
く
ほ
か
な
い
。
近
代
的
経
済 

で
技
術
が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
さ
ら
に
資
本
集
約
的•

労
働
節
約
的 

.

技
術
と
な
ろ
う
か
ら
、
雇
用
は
増
加
し
な
い
_。
他
方
、
伝
統
的
経
済
内
で
は
、
 

当
初
ば
未
耕
地
が
開
拓
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
，
こ
れ
が
限
界
に
達
す
れ
ば
、
利 

用
可
能
な
最
も
労
働
集
約
的
技
術
を
採
用
し
て
も
、
労
働
の
限
界
生
産
力
は
ゼ 

:

ロ
.に
近
づ
き
、
さ
ら
に
は
食
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
結
局
は
伝
統
的
経
済
内 

.に
マ
..ル\サ
ス
的
人
卩
法
則
が
発
現
し
、

.人
口
成
長
を
停
止
さ
-せ
る
こ
と
に
な 

る
。
/
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
下
の
経
済
発
展
は
、
近
代
的
経
済
の
資
本
を
増
加
す 

る
こ
と
が
鍵
と
尨
る
。

.
ン
別
の
モ
デ
ル
は
、
生
産
技
術
に
関
し
て
逆
の
仮
定
を
設
け
、：
生
産
要
素
の
代 

替
性
は
伝
統
的
自
給
経
済
よ
り
も
、
近
代
的
交
換
経
済
内
で
む
し
ろ
大
き
い
と

す
.る
。
パ

.

.

.
'
.
:

.

.伝
終
的
自
給
経
済
で
は
>
ゝ
.
'

/
⑴
，
一
一
生
産
要
素
、
土
地
と
労
働
を
考
え
、

ZH
-
地
は
一
定
と
す
る
。

.
⑵
：へ
労
働
の
限
界
.生
産
力
は
通
減
、.
'規
模
に
対
：し
て
収
益
不
変
。

' 

:

三
S 

(

三
八
五)



パ'
⑶
.
.
.生
產
要
素
間
の
代
替
性
は
制
限
さ
.

れ
、，
等
産
出
量
曲
線
の
上
下
で
ゼ
.

ロ' 

と
な
る
。
.

た
だ
し
土
地
が
余
剰
と
.

な
る
部
分
は
考
え
な
い
。
現
存
の
土
地
.
労 

働
賦
存
量
か
ら
、
若
干
の
失
業
者
す
な
わ
ち
余
剰
労
働
が
存
在
す
る
。
こ
の
余 

剰
労
働
は
ノ
現
実
に
は
生
産
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
偽
装
失
業
を 

形
成
す
る
.0

偽
装
失
業
者
の
限
界
生
産
力
は
ゼ
.

ロ
か
ら
負
に
な
っ
て
.い
て
も
ょ 

い
水
、
.

限
界
生
産
力
が
負
の
労
働
者
は
生
産
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
考
え
、
偽
装 

失
業
者
の
限
界
生
産
力
は
す
べ
て
ゼ

n

で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

⑷

伝
統
的
自
給
経
済
で
は
、.
生
産
は
雇
用
労
働
ょ
り
も
む
し
ろ
家
族
労
働 

で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
'あ
ろ
う
が
、：.シ
ャ
ド
ゥ

•
ブ
ラ
ィ
ス
：と
し
て 

実
質
賃
金
を
考
え
る
と
、：こ
，の
.実
質
賃
金
率
は
制
度
的
に
決
定
さ
れ
る
.。制
度
的 

と
い
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
個
人
の
福
祉
に
対
す
る
共
同
体
の
義
務
と
か
、
 

大
家
族
制
で
あ
っ
て
、

一
家
の
総
生
產
物
を
そ
の
成
員
に
分
配
す
る
と
い
う
，こ 

と
を
意
味
す
る
。
し
た
.が
.っ
て
実
質
賃
金
率
は
そ
の
社
会
の
平
均
生
産
力
に
ほ 

ぼ
等
し
く
、
物
理
的
な
い
し
ヵ
ロ
リ
ー
的
生
存
の
水
準
か
ら
遠
く
な
い
水
準
に 

ぁ
る
* 

,

近
代
的
交
換
経
済
で
.

は
、, 

.

⑴

.
.

ニ
生
産
要
素
、
資
本
と
労
働
を
考
え
、
資
本
は
土
地
と
異
な
り
、
再
生 

産
可
能
で
あ
る
。

⑵

労
働
.の
限
界
生
産
力
は
透
減
、
規
模
に
対
し
て
収
益
不
変
。

⑶
.

生
産
要
素
間
の
代
替
性
は
比
較
的
大
き
い
'^
•雇
用
量
は
労
働
の
限
界
生 

産
力
曲
線
と
供
給
曲
線
と
の
交
点
で
決
定
さ
れ
る
。

>

{4
)

.

近
代
的
交
換
経
済
内
で
の
人
口
成
長
は
無
視
し
、
労
働
は
伝
統
的
自
給 

経
済
だ
け
か
ら
供
給
さ
れ
る
。

し
た
が
つ
て
実
質
賃
金
率
は
伝
統
的
経
済
の

実
質
賃
金
率
に
、：

労

働

の

移

動

費

.'
伝
統
的
社
会
を
離
れ
、
不
な
れ
な
雇
用
労

働
に
入
ら
せ
'る
た
.め
に
十
分
な
誘
引
と
な
る
だ
け
の
も
の
を
加
算
し
た
も
の
で

あ
る
。，
.：
ル
.
.
ィ

ス

(w.: A. L
e
w
i
s
)

は
、
こ
の
必
要
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
—
九
五
四
年

(

3)

論
文
で
は
兰
〇
％
、

一
 

九
五
八
年
論
文
で
は
五
〇
％
増
と
し
て
い
る
。

.こ
■の
一
一
：重
経
済
モ
デ
ル
の
核
心
は
、
伝
統
的
自
給
経
済
内
の
偽
装
失
業
と
、
 

隠
さ
れ
た
貯
蓄
す
な
わ
ち
労
{#
,と
賃
金
基
金
を
近
代
的
交
換
経
済
に
ト
ラ
ン
ス 

フ
ァ
ー
し
、
生
産
に
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

第

.一
図
は
、
各
軸
.の
ス

ヶ

ー

ル.の
，.妥
当
性
は
無
視
し
て
.、
Q

X
軸
に
伝
統
的 

自
給
経
済
の
生
産
物
を
と
り
、

O
Y7
軸
に
そ
の
労
働
を
と
っ
て
い
る
。

O

P
は 

現
存
の
労
働=

人
口
で
あ
り
、

P
ょ
り
南
の
部
分
に
は
マ
ル
サ
ス
的
人
口
法
則 

が
発
動
し
、
入
ロ 

"
労
働
.は
こ
'れ
以
上
は
増
加
し
な
い
.
。
T P
S
は
伝
統
的
自
給
経 

済
の
：総
生
産
曲
線
で
あ
り
、

M

N
と
い
ぅ

直
線
部
分
は
労
働
の
限
界
生
産
力
が 

ゼ
：マ
ロ
.の
部
分
で
あ
る
。
し
た
，が
っ
て
Q

P
は
偽
装
失
業
で
あ
る
。
.実
質
賃
金
率 

は
平
均
生
産
力
O

M
で
現
わ
さ
れ
る
。

O

T
軸
に
■は
近
代
的
交
換
経
済
の
労
働 

を
と

，り
、

o 

Y軸
に
は
そ
の
生
産
物
を
と
る

.
。

SM
曲
線
は
近
代
的
交
換
経
済
の 

労
働
の
•
.供
給
曲
線
で
あ
り
、
こ
の
曲
線
の
水
平
部
分
は
、
伝
統
的
経
済
内
の
実 

質
賃
金
率
に
：移
動
费
そ
の
他
を
加
算
し
た
.も
の
を
、
近
代
的
^
換
経
済
の
生
産 

物
に
換
算
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
他
は
、
近
代
的
交
換
経
済
内
の
，、
現 

存
資
本
最
を
与
え
ら
れ
た
.も
の
と
し
て
の
、
^
働

の

限

界

生

產

カ

_

線

す

な

わ 

ち
.労
働
の
需
要
_
線
で
あ
る
。
第
三
象
限
に
は
P
か
ら
.
0で
軸
に
対
し
て
45
度 

線
が
引
が
れ
て
い
る
.。
|
曲
線
.と
洳
_
線
と
の
交
点
丁
に
ょ
っ
て
、
近
代
的
交 

換
経
済
の
雇
用
労
働
量
o

B
が
め
^
さ
れ
る
。

O

B
は
伝
統
的
経
済
か
ら
吸
収 

さ
れ
た
A

P
で
あ
る
。

A

P
の
労
働
の
限
界
生
産
力
は
ゼ
ロ
で
あ
る
か
ら
、
こ

X/

の
箝
分
が
近
代
的
経
済
へ
移
動
し
て
も
、
伝
統
的
経
済
の
総
生
産
量
に
は
変
化 

ガ
な

L

近
代
的
経
済
の
実
質
貨
金
の
ぅ
ち
、
伝
統
的
経
済
の
平
均
生
産
力
に 

如
算
さ
れ
た
部
分
は
、

ヌ
ル
ク
セ

9
. Nurk

s
e
)、

の
い
ぅ
L

に
相
当
す
る
と 

狃
わ
れ
る
が
、
.伝
統
的
経
済
と
近
代
的
経
済
と
が
地
理
的
に
隣
接
し
て
い
て
、
 

伝
統
的
経
済
.か
ら
近
代
的
経
済
へ
.雇
用

さ

れ

る

労

雪

が

、
.
伝

統

的

饔

内

か 

経
済
発
展
と
二
重
経
済

... .

ら

「

べ

ん

と

う」

.を

持

參

す

る

と

考

え

れ

ば

、

漏

损

は

ゼ

ロ

.で
、

賃

金 

基
金
も
労
働
と
と
も
に
そ
の
ま
ま
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
I
さ
,
aる
と
一
疋
定
し 

て
も
、
そ
れ
.ほ
ど
非
現
実
的
で
は
な
い
。
も
し
漏
_
が
存
在
す
れ
ぱ
、

-
M

そ
の
分
た
け
伝
統
的
経
済
の
技
術
が
改
善
さ
れ
、
労
働
生
産
力
が
上
昇 

.

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

策
ー
象
⑩
に

は

：
第
二
.象
限
に
破
線
で
描
か
れ
た
近
代
的
経
済
S

.
 

生
産
曲
線
心
に
対
応

-1
.
て
、

直

線

部

分

を

，含

む

破

線

の

よ

う

な

、

二
重 

*

経
済
で
の
生
産
可
能
曲
線
が
描
か
れ
る
.で
あ
ろ
ぅ
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り 

意
味
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
师
曲
線
と
知
曲
線
が
与
え
ら
れ
る
と
"
そ 

の
交
点
了
に
よ
り
近
代
的
経
済
内
の
労
働
雇
用
量
が
決
定
さ
れ
、
そ

1 

に
よ
っ
て
生
産
量
も
決
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ

：
の
点
以
外
の
生
産
可

 ̂

な
占I

が
存
在
し
な
い
か
ち
で
あ
る
。
.

こ
の
二
重
経
済
モ
デ
ル
で
経
済
発
展
が
生
じ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
迁 

代
的
交
換
経
済
で
投
資
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
は 

貯
蓄
せ
ず
、
資
本
家
は

.そ
の
.刺
.潤
を
す
べ
て
貯
蓄
し
、
投
資
す
る
と
仮
. 

定
す
れ
ば
、
第
二
象
限
の

o 
Y
漸
と
仍
©
線
と
ぬ
曲
線
に
囲
ま
れ
た
饵 

線
の
部
分
か
、
投
資
資
源
で
あ
る
0
こ
の
投
資
に
よ
り
資
本
が
増
加
す 

れ
は
：
新
し
い
近
代
佛
経
済
内
の
労
働
の
限
界
生
產
カ
曲
線
£
が
描
か 

れ

伝
統
的
経
済
‘よ

.,
0
さ
.ら
に
労
働
が
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

F 

.
ヌ
ル
ク
セ
は
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
は
作
ら
な
か
っ
た
が
、
彼
の
人
口
稠
密
型 

の
低
開
発
国
で
偽
装
失
業
の
動
員
の
考
え
は
、
結
局
こ
の
よ
ぅ
な
モ
デ
ル
に
帰 

零

る

で

あ

ろ

う

。
.
ル
ィ
ス
の
モ
>

ル
も
、
フ
ェ
ィ
=
レ
ィ

|
1ス
f

 C. 

H. 

Fei a
nd Gustav Ranis).

の
モ
デ
ル
も
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
の
相
違
は
あ
る
が

、

三

五

(

三
八
七)



.

.

.

.

.

(

6)

.

.

.

.

.

蓝
本
的
'-
#

え

ぼ

と

の

：モ
.

デ
_

ル
に
集
約
治
れ
-:
^

:

い
る
;>
.

思
わ
れ
る
。：：：
：ゾ
.

'

.:.
:

」

：：
£■
の 
ー
.
ー10
:

経
済
ヰ
.

デ
ル
0

特
徴
^

.'

.:
,限
界
生
産
力
ゼ(

5

1

办
労
働
P

Q

が
吸
.収 

さ
.

れ
る
ま
で
.

め
.

間
、へ
す
な
わ
ち
第
ニ
：象
限
の̂

11
1

!

線
が
.

左
:-
±

り
に
な
る
ま
で
の
..
.

間

：に

あ

る-0
：そ

：
V

て
.こ

の

湖

間

での
瘙
済
発
展
.
の

核
心
は
フ
伝
統
的
自
給
経
済
：
 

か
ら
労
働
上
貯
蓄=

賃
金
基
金
を
ど
の
よ
う
に
し
て
ス
ム
ー
ス
於
近
代
的
交
換 

経
済
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

す
る
か
に
あ
る
。

' 

二
重
齡
済
の
存
在
を
肯
定
し
、
そ
.

の
ヶ
ー
ス•

ス
タ
デ
ィ
と
し
て
現
実
の
低
開
発
国
の
：
研
究
を
行
な
っ
て
い
る 

学
者
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
系
中
央
ア
フ
リ
ヵ
経
済
を
研
究
し
て
い
る
バ
ー
バ 

丨(w. J. Barber
〉

が
が
、.
^'
'が
よ

^

如

ぢ

ハ

川

が

仮

定

の

非

現

実

的

な

点

が 

指
摘
ざ
れ
'
モ
デ
ル
の
修
正
も
試rf

ら
れ
て
い
る
が
、
仮
定
の
非
現
実
性
を
無

.

視
し
て
も
"

な
お
大
き
な
難
点
が
あ
ん
。.
そ
れ
は
、.
ま
ず
需
要
面
の
考
慮
、加
全 

然
な
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

ル
イ
ス
ノ
モ
ザ
ル
で
は
、
近
代
的
交
換
経
済 

で
の
投
資
は
.

総
需
要
の
不
足
に
よ
っ
"

て
制
限
さ
れ
る
.こ
と
が
な
一
い
こ
と
が
暗
黙 

の
う
ち
に
饭
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
‘

る
。
；
ヌ
ル
ク
セ
は
、
.広
範
囲
の
異
種
產 

業
に
同
時
悴
投
資
す
る
.

と
‘

い
う
.「

冷
衡
の
と
れ
た
成
長
.」

■

.に
よ
り
、
投
資
市
揖

.
：' 

丨 

の
狭
小
か
ら
く
る
困
難
を
回
避
す
る
道
を
用
意
し
て
お
い
た
。

つ
ま
り
衣
類
産 

業
と
製
靴
産
業
に
同
時
に
投
資
す
る
と
い
う
わ
げ
.

で
あ
.

る
が
、：
ニ
筮
経
済
モ 

デ
ル
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
内
は
一
財
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
、.，
こ
の
よ
う
な 

「

均
衡
の
と
れ
た
成
長」

の
ほ
か
に
、伝
統
的
経
済
の
生
産
物
と
近
代
的
経
済
の 

生
産
物
の
需
獎
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
-ei

释

’ 

済
発
展
が
進
展
す
れ
ば
.、限
界
生
産
力
ゼ
口
の
労
働
#

が
吸
引
さ
れ
る
ま
で
は
、

両
経
済
間
の
交
易
条
件
は
伝
統
的
経
済
に
有
利
化
し
.
.そ
う
で
あ
る
。

そ
う
だ 

と
す
る
と
、
近
代
的
経
済
の
実
質
質
金
は
近
代
的
経
済
の
生
産
物
で
表
わ
さ
れ

三

六

(

三
八
八)

て
い
る
か
ら
へ
卿
曲
線
が
^

フ
卜
す
る
に
つ
れ
SM

曲
線
も
上
方
に
シ
.フ
ト
す
る

で
あ
ろ
ぅ
。

.
：
：- '
:-
-

',
.
、

'

.
" ,

近

代

的

経

済

の

利

潤

部

分

：が

.

投
資
さ
れ
る
と
し
て
も
'
、物
理
的
な
資
本
財
が

ど
こ
か
ら
く
る
か
に
つ
い
て
'

は
何
も
説
明
さ
れ
な
い
。

ヌ
ル
タ

セ
は
、
労
働
者

は
道
路
の
^.

ぅ
な
固
定
資
本
建
設
，に
着
手
す
る
に
先
立
ち
、
も
し
必
要
な
ら
ば

ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
、
最
も
，必
要
：な
莲
本
的
用
具
を
自
ら
の
手
で
作
る
こ
.と
が 

(

9)

.

で
き
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
一
，
本
の
ハ
ン
..マー

か
ら
旋
盤
が
作
れ
る
こ
と
に

な
る
。
資
本
は
苒
生
産
可
能
な
生
産
要
素
に
ち
が
い
な
い
が
、

ヌ
ル
タ
セ
で
も

;
丨

10)

ル
ィ
ス
で
も
、資
本
財
は
天
か
ら
慈
雨
の
よ
ぅ
に
く
る
よ
ぅ
な
印
象
を
与
え
る
。

.

.

..'
'
'■.
■

;

.

. .
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こ
こ
で
は
モ
デ
ル
の
基
本
的
性
格
だ
け
を
示
す
た
め
、
実
物
経
済
で
扱
っ

た
が
、

マ
ー
ケ
ツ
ト
.
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
加
え
た
フ
rr
-
イ
.
"
レ
イ
ニ
ス
，
，
モ
デ
ル
の 

紹
介
と
批
判
は
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泰
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3

伝
統
的
自
給
経
済
^
農
村
余
剰

ニ
3£

経
済
の
.

存
在
す
る
低
開
発
国
の
経
済
発
股
の
な
か
で
、
伝
統
的
自
給
&, 

済

の

役

割

は

？

近

代
的
交
，換

経

济

■

に
労
働
と
賃
金
基
金=

貯
蓄
を
供
給
す
る
こ 

と
で
あ
り
、
こ
れ
が
可
能
で
知
る
と
判
断
さ
れ
る
根
拠
は
、
偽
装
失
業
の
存
在 

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
偽
装
失
業
者
は
限
界
生
産
力
が
ゼ

ロ

で

あ

り

な

が

ら

、
.
な 

あ
伝
統
的
自
給
経
済
内
に
生
存
し
て
い
る
^

実
を
%•

マ

て

、

た
：と
え

.物

理

的

な
 

坐&

ぎ
り
ぎ
り
の
水
取
S

あ
つ

て
も

、'
と

'に
か
く
こ

の
社
会
は
偽
装
失
業
者 

経
済
発
展
と
ニ
蜇
掛
済
.

,

を
抉
養
し
て
.
.い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
排
除
す
れ
ば
こ
の
社
会
の
生
産
は 

消
費
よ
り
も
大
き
く
、
貯
蓄
が
な
さ
れ
る
と
判
断
さ
れ
る
わ
げ
で
あ
る
。
低
生 

活
水
準
の
社
会
の
限
界
消
費
性
向
は
一
に
近
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
ま
ま
放 

置
す
れ
ば
残
さ
れ
た
.

社
会
の
成
員
が
消
費
を
増
加
さ
せ
て
し
ま
い
、
貯
蓄
は
形 

成
さ
れ
な
い
こ
と
は
、;
ヌ
ル
タ
セ

も
予
想
し
て
お

り

、

し
た
が
つ
て
そ
こ
に
な 

ん
ら
か
の
政
策
が
必
要
な
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
と
も
か
く
偽
装
失
業 

の
存
在
を
潜
在
的
貯
蓄
源
と
み
な
し
て
、
経
済
発
展
に
対
す
る
プ
ラ
ス
耍
因
と 

み
て
い
る
。

_

こ
の
偽
装
失
業
の
存
在
を
潜
在
的
貯
蓄
源
と
み
る
こ
と

は

、

現
実
の
低
開
発 

.
国
の
状
態
か
ら
み
て
、
非
現
実
的
に
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 

今
日
の
先
進
国
も
資
本
主
義
的
発
展
が
開
始
さ
れ
る
以
前
は
伝
統
的
自
給
経
済 

を
形
成
し
て
い
た
に
相
-^

な
い
。
経
済
史
家
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
資 

本
主
義
が
古
典
的
に
.

発
展
し
た
ィ
ギ
リ
ス
で
も
ア
メ
リ
ヵ
で
も
、
農
業
か
ら
エ 

業
の
順
序
に
発
展
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
史
実
か
ら
、
経
済
建
設
は
ど
の
よ
う 

な
歴
史
的
段
階
に
あ
っ
て
も

、

っ
ね

に

、
f

ェ

の

..「

自
然
な」

構
造
的
順
序 

を
追
：っ
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
。.
今
日
の
低
開
発
国
の
経
済
発
展
の
戦
略
で
、
 

今
日
の
先
進
国
が
た
ど
っ
た
歴
史
的
順
序
を
追
う
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と 

を
、

ハ
-|

シ
ュ
.マ

ン
w

,
 p

w
i
r
s
c
h
m
a
n
)

は
は
め
絵
パ
ズ
ル
に
た
と
え
て
主 

張
し
て
い
る
。
こ
の
^

で
大
塚
贫
^

1

と
ハー

シ
ュ
マ
ン
の
考
え
は
く
い
ち
が
つ 

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
工
業
化
の
開
始
さ
れ
る
以
前
に
農
業
が
発
展
し
な
け
，
 

れ
ば
な
ら
な
い
か
、：
と
い
う
間
題
を
少
^

検
評
し
て
4

た
.

い
。

資
本
主
義
発
展
の
原
動
力
で
あ
っ
た「

民
富
1_

は
、封
建
的
土
地
所
有

(

=

地
主)

 

制
を
下
か
ら
崩
壊
さ
せ
つ
つ
向
上
し
て
き
た
中
産
的
生
産
者
層
、
な
か
ん
ず
く

三

七

(
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農
民
層
の
も
と
に
、.
‘

彼
ら
の
富
と
し
て
形
成
さ
れ
る
。
農
村
は
食
物
だ
け
.で
な 

く
衣
件
品
の
ほ
と
ん
ど
を
自
給
し
、
そ
の
う
え
に
生
産
物
の
余
剰
を
農
村
外
.の 

市
場
に
販
売
す
^

こ
と
に
よ
0

て
富
を
蓄
積
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
農
村
を
.つ 

な
ぎ
合
わ
せ
た
あ
る
局
地
内
部
に
分
業
圏
が
作
り
出
さ
れ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
.の 

，な
か
か
ら
工
業
町

(
市
場
町)

が
.

隆
起
し
、

「

局
地
的
市
場
圏」

が
形
成
さ
れ 

る
。
そ
し
て
局
地
的
市
場
圏
が
国
民
的
規
模
の
結
合
べ
動
き
、
国
民
経
済
と
な
‘ 

る
。

つ
ま
り
局
地
的
市
場
圈
は
発
展
拠
点A

J

な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
経 

済
発
展
の
過
程
か
ら
は 
一一m

経
済
は
形
成
さ
れ
な
い
。
大
塚
教
授
の
考
え
の
な 

か
に
は
農
I

エ
の
次
が
質
易
と
.

い
う
の
が
自
然
的
経
済
発
艮
の
径
路
と
さ
れ
、
 

だ

い

た

い

自

給

自

足

的

な

経

済

が

.'
贸

易

を

補

完

的

部

分

と

し

て

発

展

さ

せ

る 

の
が
最
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
：る
0

外
国
質
易
の
純
粋
理
論
か
ら 

は
、
二
国
間
で
輸
送
费
が
禁
止
的
に
高
く
な
く
、
比
較
生
産
費
差
が
存
在
す
る
，
 

か
ぎ
り
、
贤
易
は
両
国
に
と
っ
て
有
利
で
あ
り
、
食
料
品
な
り
衣
料
品
な
り
を 

国
内
で
生
産
す
る
必
然
性
は
な
い
。
と
く
に
今
日
の
低
開
発
国
に
と
っ
て
は
、
 

世
界
と
の
贸
易
.

は
経
済
発
展
の
当
初
か
ら
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の 

戍
は
今
日
の
先
進
国
の
，歴
史
的
経
済
発
展
と
の
類
似
性
が
欠
け
て
い
る
。
さ
ら 

に
、
農
村
で
生
産
性
が
上
昇
し
、.
農
村
内
部
の
消
費
以
上
.

に
余
剰
を
生
産
し
.
.
、

. 

そ
れ
を
市
場
で
販
売
す
る
と
い
う
過
程
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

「

余
剰」

と
い 

う
の
は
理
論
的
に
は
考
え
に
く
い
。
余
剰
で
あ
れ
ば
価
格
は
ゼ
.口
と
な
っ
て
し 

ま
う
か
ら
で
あ
る
。
封
鎖
的
農
村
が
外
部
の
市
場
と
接
触
す
る
と
.い
う
こ
と
は 

需
要
が
増
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
生
産
力
の
上
！̂
は
供
給
側
の
条
件
と
し 

て
も
ち
ろ
ん
必
要
条
件
で
.

あ
る
が
，.、
た
ま
た
'

ま
余
剰
が
生
産
^

れ
た
.

か
■ら
外
部 

に
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
.

市

場

が

存

在

す

る

，
か

ら

、

「

余

剰

に1-
'

生

産

す

る

三
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'の
セ
あ
ろ
う
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- 

一

.
: 

- 

■ 

‘
V 

.

今
日
の
低
開
発
国
が
1
ー
重
経
済
を
現
出
さ
也
て
い
る
趄
本
的
原
因
は
、
伝
統 

的
自
給
経
済
部
門
内
に「

民
富」

が
形
成
さ
れ
る
以
前
に
、
外
国
か
ら
の
刺
戟 

に
よ
っ
で
近
代
的
交
換
経
済
が
敗
地
の
よ
う
に
侵
入
し
て
き
た
か
ら
に
相
違
な 

い
。
し
か
し
、
い
く
ら
定
常
的
な
伝
統
的
自
給
経
济
内
で
あ
っ
て
も
、多
少
の
発 

展
と
外
部
市
場
と
の
接
脱
は
あ
っ
.た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
経
済
が 

定
常
的
状
態
に
止
ま
っ
た
原
因
は
、
貯
蓄
は
地
主
が
地
代
あ
る
い
は
国
家
が
地 

税
の
形
.態
で
吸
.い
上
げ
て
、
ご
れ
を
伝
統
的
経
済
内
に
投
資
し
な
か
っ
た
か
ら 

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
歴
史
的
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

伝
統
的
自
給
経
済
の
生
産
性
を
高
め
、
貯
蓄
を
実
現
.し
、
農
業
に
投
資
さ
せ
る 

手
段
は
、
単
な
る
労
働
の
再
分
配
と
か
農
業
技
術
の
'指
導
と
い
う
よ
う
な
技
術 

的
手
段
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
土
地
改
革
が
必
要
と
な

り

、

経
済
建
設
は
、当 

面
の
歴
史
的
現
実
に
即
し
て
“
ぇ
ば
、
農
民
解
放=

土
地
改
革
と
い
う
歴
史
的

条

件

'の

整

備

の

上

に
、
社
会
的
自
存
性
を
十
分
に
も
つ
と
こ
ろ
の
生
産
力
の
建

(

6)

設

と
し
て
着
手
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、.
と
い
う
経
済
史
家
の
見
解
と

一
致 

す
る

こ
と
に
な
る
。

：

:

. 

:
■
■ 

.

. 

■ 

.

.

. 

' 

:

-
- 

•

. 

,

(

1

)

大
塚
久
雄『

国
民
経
済』

一
九
六
五
年
、
九
四
ぺー

ジ
。

(
2

.
)

' Albert 

0
. 

Jtiirschman, T
he 

g
^p
ĝ

y

awconomic Development, 

1
9
5
00

, 

§
oo
r
g
'小
岛
清
監
修
.

麻
阳
四
郎
訳『

経
済
発
展
の
戦
略』

一
九
六 

'■
一
年
、

一
四
〇—

■

四
一
べ
I

ジ
。

.

(

3

)

大
塚
久
雄『

前
掲
書』

■六
三
。へ
ー
ジ
。

(

4)
『

同
書』
r
一
四
べー

ジ
。

(

5

}
 

'矢
内
原
勝
.『

前
掲
書』

第

四

章

第

二

節
'

.

(

6

)

大

塚

久

雄『

前
掲
書』

九
四
ぺ
ー
ジ
。

:

4

近

代
的

交
換

経

済

と

.発

展

'

：

.

一-

近
代
的
交
換
経
済
に
つ
い
て
、
特
定
ア
フ
リ
ヵ
経
済
の
構
造
と
成
長
に
関
す

(

1)

る
国
際
速
合
•

経
済
局
の
研
究
.

は
、
次
.

の
よ
ぅ
な一

一
つ
の
型
.

を
区
別
し
て
い
る
。

. 

A

型
- 

'

⑴
.

商
業
化

(

近
代
資
本
主
義
化)

は
、
：通
常
、；
輸
出
瓜
作
物
の
生
産
者
で
あ 

.

る
農
民
に
よ
る
、
伝
統
的
経
済
の
一
部
の
変
革
に
よ
っ
て
主
と
し
て
も
た 

ら
さ
れ
た
。

⑵

大
規
模
企
業
.

に

対

す

る

外

国

投

資

は

相

対

的

に

少

な

，い
。
.

，

⑶

伝
統
的
経
済
か
ら
交
換
経
済
へ
の
貨
金
稼
得
者
と
し
て
の
労
働
者
の
流 

出
は
相
対
的
に
小
さ
い
。

.

星⑴

■

交
換
経
済
は
、
外
国
資
本

•

企

業

(

主
と
し
て
鉱
業)

、
外
国
が
ら
の
植 

民
矩
着
者
も
し
く
は
そ
の
両
方
に
よ
っ
て
大
部
分
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ 

は
高
度
に
資
本
主
義
化
さ
れ
、
そ
の
技
術
は
先
進
的
で
あ
る
。

.

.

.

(2
)

交
換
経
済
は
外
国
資
本
に
高
度
に
依
存
す
る
0 

⑶

伝
統
的
経
済
か
.

ら
交
換
経
済
へ
の
貨
金
镓
得
者
と
し
.て
の
労
働
者
の
流 

出
は
、.
相
対
的
に
大
き
.

い
。

X

国
際
連
合
の
と
の
研
究
の
特
定
国
は
、

ロ
ー
デ
シ
ア

•
ニ
デ
ザ
ラ
ン
ド
速
邦
、
 

モ
ロ
ッ
コ
、

ス
ー
ダ

ン

の

三

国.で
あ

る

。
，
ロ

丨

デシ
ア
，
ニ>

ザ
ラ
ン
ド
速
邦

.

の
交
換
経
済
は
、
輸
出
用
の
大
規
模
鉱
業
と
農
業
お
よ
び
ノ
先
進
国
か
ら
の
移 

経
済
発
展
と
ニ
逭
経
済

住
定
着
者
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
運
行
.

さ
.

れ

.て

い

る

国

内

産

業

に

依

存

し

て

い

る 

.

の
で
、，
B

型
と
目
さ
れ
る
.

。：.
ス
ー
ダ
ン
の
交
換
経
済
は
、
ほ
と
ん
ど
が
輸
出
用 

生
産
に
依
存
し
て
.

い
る
が
，
こ
れ
は
大
規
模
な
外
国
資
本
あ
る
い
は
移
住
定
着 

者
に
よ
.

っ
て
、.
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
ぐ
、
農
民
に
よ
：.づ
て
生
産
さ
れ
て 

い
る
の
で
、
A

型
に
な
る
。

モ
ロ
ッ
コ
は
A

型
と
B

型
の
中
間
に
位
す
る
。
す 

な
わ
ち
、
こ
の
国
の
交
換
経
済
は
外
国
資
本
、
企
業
家
、
熟
練
に
よ
っ
て
組
織 

さ
れ
て
い
る
が
、
輸
出
用
生
産
は
ロ
ー

デ

ジ

ア

♦
.一一.
ア
ザ
ラ
ン
ド
に

比
較
す
れ 

ば
la
.
.要
性
は
小
さ
く
、
他
方
、
モ
ロ
ッ
コ
の

伝
統
的
経
済
で
は
口
ー
デ
シ
ア
■
, 

.
ニ

ア

デラ
ン
ド

連
邦
よ
り
も
、
農
業
技
術
と
手
工
業
の
水
準
は
は
る
か
.に
高
い 

の
で
あ
る
。

■

:

こ
の
ニ
つ
の
型
の
分
類
.

は
こ
れ
ら
三
国
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
他
の
低
開
発

地
域
の
.

ニ
重
経
済
に
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
東
ア
フ
リ
力
諸
国
を
研
究
し
た

岩
城
剛
氏
は
、
ゥ
ガ
ン
ダ
が
A

型
、
ヶ
ニ
ア
が
B

型
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て 

(

2

)

 

.
 

.

い
る
。

n

コ
ア
依
存
.の
輸
出
経
済
で
あ
る
西
ア
フ
リ
ヵ
の
ガ
ー
ナ
は
明
ら
か
に 

A

型
で
あ
る
。
米
の
輸
出
に
依
存
す
る
ビ
ル
マ
は
A

型
で
あ
る
が
、
プ
ラ
ン
テ 

丨
シ
ョ
ン
.
.
ゴ
ム
と
錫
に
依
存
す
る 
'マ
ラ
ヤ
は
B

型
と
.
.い
'

う
こ
.
.と
■

に
な
る
。

B

型
に
お
，い
て
、
移
住
定
着
者
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
、'
経
営
さ
れ
る
場
合
に 

は
、
そ
の
地
域
が
熱
帯
植
民
地
で
は
な
く
て
,

気
候
的
•
風
土
的
に
白
人
の
居 

住
に
適
す
る
、
い
わ
ゆ
る
居
住
植
民
地
で
あ
る
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
ろ
う 

が

、
.
そ

し

てケ
ニ
ア
と
口
.丨

デ

シ

ア• 

ニ
ア
ザ
ラ
ン
ド
連
邦
は
ま
さ
に
居
住
植 

民
地
で
あ
り
、
ス
ー
ダ
ン
は
熱
帯
植
民
地
で
あ
り
、
モ
ロ
ッ
コ
は
地
中
海
沿
岸 

地
域
は
白
人
の
居
住
に
適
す
る
が
'.
'
,

■.

奥
地
は
砂
漠
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
中
間 

的
で
あ
り
、
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
。
し
か
し
丑
型
は
必
ず
し
も
外
国
か
ら
の

1
U

九

(

三
九
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移
住
楚
着
者
を
必
要
^

.

せ
ず
、
外
国
資
本
だ
け
に
ょ
っ

て
も
交
換
経
済
が
成

立 

す
る
の
.

で
、
A

型
、.
B

型
の
区
別
を
熱
帯
•

投
資
植
民
地
と
居
住
植
民
他
.

に
.対 

応

さ

せ

る

こ

と

は

で

き

な

：い
：で
あ

ろ

5

。

.'

..ラ
*
ミ
ン
：ト

(Hla M
y
i
n
t
)

は

、低
開
発
国
の
経
済
発
展
.を
つ
ね
に
外
国
質 

易

と

関

連

づ

け

て

み

て

い

る

：の

で

、
，

こ
れ
ま
で
の
ニ
重
経
済
論
が
.だ
い
た
い
封

.
 

鎖
体

系
で

考

え

ら

れ

て

い

，：た

の

に

比

ベ

て

、

重
点
の
お

き

所
が
違
い
、

彼
の
考 

え
に
.ー1
重
経
済
モ
デ
ル
を
当
て
は
め
る
こ
と
'

は
適
当
で
一
は
な
い
。
.
し

か

し

彼 

が
、

「

農
民
輸
出
と
貨
幣
経
済
の
..成
長」

と

.

r

鉱
業
と
ブ
ラ
ン
テ

ー

シ
ョ
ン
お 

ょ
び
賃
金
経
済
の
成
長」

を
区
別
し
て
い
る
と

.

こ

11、
.前

者

が

近

代

的

交

換 

経
済
.の
A
型
、
後
者
が
B
M-
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
.た
だ
し
、
鉱
山
と
プ 

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ば
、
彼
の
興
味
は
人
口
が
.土
地
に
対
し
て
希
少
な 

f.
帯

低

併

発

固

の

鉱

山

と

フ

.ラ

シ

テ

ー

シ

ョ

ン

で
、
.；■労
働
力
不
足
に
.な
や
み
な 

，が
ら
貨
金
が
低
い
と
.い
う
問
題
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
、

'±
地
に
対
し
て
人
口 

過
剰
を
前
提
と
し
た
、
さ
き
の
ニ
重
経
済

モ
デ
ル
の
問
題
意
識
か
ら
は
は
ず
れ 

る
。
し
か
し
、
農
民
と
輸
出
に
つ
い
て
は
参
考
と
な
る
点
が
多
い
。

:

彼
の
銮
本
的
考
え
で
は
、
.輸
出
用
生
産
の
拡
張
が
急
速
に
行
な
わ
れ
る
た
め 

に
は
、
農
民
社
会
が
、
真
に
物
理
的
な
最
低
生
存
水
準
に
あ
っ
た
の
で
は
だ
め 

で

あ

-?
て
、
生
産
能
力
の
相
当
大
き
な
余
剰
が
必
要
で
。
こ
の
点
で
は
、
 

経
済
史
家
'の
い
う
と
こ
ろ
と
一
致
す
る
が
、
彼
の
論
点
.の
特
徴
は
、
こ
の
生

産
 

能
力
の
余
剰
が
農
民
社
会
の
必
要
と
す
る
最
小
限
を
超
え
る
、
土
地
と
労
働
の 

の
形
態
を
と
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
ょ
う
な
余
剰
が
な

 ̂

れ
は
農
民
は
彼
ら
の
生
存
の
た
め
の
生
産
を
減
少
す
る

こ
と
な
し
に
、
輸
出 

用
の
換
金
作
物
の
生
産
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
輸
出
用
生
產
の
拡
張
の

四
〇

人
三
九
ニ)

初
期
段
階
に
は
、
現
実
に
は
、
農
民
は
す
で
に
確
保
し
て
い
る
生
存
用
の
生
産 

.に
：.力
え
て
.
余
>
RC)
:規
金

..収
入
を
得
る
た
.め
に

、
：
パ

~

ト

タ

イ

ム

.

.

.
ア

ク

テ
ィ
. 

_
.
.
ヴ
ィ
テ
..イ
と
し
'て
開
始
さ
れ
た
。
'
;
.
ガ
|
ナ
の

コ：

コ
.
ア生
産
は
ま
さ
に
こ
の

.
よ
.ぅ
 

な

典

型

的

例

で

あ

る

。

輸

出

用

作

.物

と

生

存

用

作

物

が

た

ま

た

ま

一

致
し
て
い 

.る
ビ

：ル
マ
の
米
の
よ
ぅ
な
場
合
に
は
、
.。ハ
丨.
'ト
タ
イ
.

ム
，
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ 

に
よ
る
と
い
う
こ
と
は
.

顕
在
化
し
な
い
が
、
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
ろ
ぅ
。
ガ 

丨
ナ
.の
余
剰
労
働
は
家
族
内
分
業
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

、.
ビ
.ル

マ
の
場
合 

は

.■
初
期

1 ゝ
は
丄
ビ
ル
マ

"
後
期
に
は
イ
' /

ド
か
ら
の
移
住
労
働
に
見
出
す
こ 

と
が
で
き
る
.
！

'
、

.

こ

れ

に

対

し

て

、
.
貿

易

開

始

前

に

最

小

限

の

生

存

水

準

の

生

産

を

獲
得
す
る 

た
め
：に
、
農
民
が
そ
の
全
時
間
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
ぅ
な
と
こ
ろ
で 

は
.、
農
民
は
生
存

©
た

め

の
生
産
を
縮
小
し
て
輸
出
生
産
を
開
始
す
る
こ
と
に 

躊
躇
す
る
で
あ
ろ
ぅ
か
ら
、
輸
出
生
產
の
拡
張
は
、
ガ
ー
ナ
や
ビ
ル
マ
型
に
比 

較
し
て
は
る
か
に
お
そ
い
。
す
な
わ
ち
伝
統
的
自
給
経
済
か
ら
近
代
的
交
換
経
. 

済
'へ’の
転
換
が
お
そ
い
。

イ
シ

ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
.

の
.よ
ぅ
な
人
ロ
稱
密
な
国 

が
、
.外
国
の
経
済
諸
力
と
の
接
触
は

ア
フ
リ
力
諸
国
よ
り
も
は
る
.

か
に
早
い
と 

い
ぅ
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
自
給
経
済
部
門
を
残
し
て
い
る
理
由
の 

一
つ
は
、
こ
れ
で
説
明
で
き
る
で
'

あ
ろ
ぅ
と
さ
れ
て
い
? >
-

。

)

.
こ
の
よ
ぅ
に
し
て
ラ
•
ミ
ン
ト
は
、
自
給
経
済
部
門
の
存
在
に
ニ
つ
の
型
を 

区
別
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
多
く
の

ア
フ
リ
ヵ
諸
国
の

よ
ぅ
に
、
有 

効
需
要
の
不
足
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
第
二
は

ア
ジ
ア
の
人
ロ
咼
剰
国 

の
よ
ぅ
に
、
供
給
不
足
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
型
で
あ
る
。
第
一
の
型
が
人
ロ 

適

^
,で
'あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、
有
効
需
要
が
現
わ
れ
れ
ば
、
ガ
ー
ナ
の
よ
う

に
、
輸
出
に
先
導
さ
れ
た
近
代
的
交
換
経
済
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
未

利
用
の
土
地
と
労
働
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
.し
，た
が
っ
て
一
定
の
土
地
に
対

し
て
労
働
が
#
富
な
こ
と
を
仮
宏
し
、
そ
れ
に
^

っ
て
限
界
生
產
カ
ゼ
ロ
の
偽

装
失
業
の
存
在
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
、
.
.さ
き
の
ニ
16

経
済
の
.
.
.
モ
.デ
ル
は
、
：

ラ

•.ミ
ン
ト
の
第
一
の
型
に
は
適
用
.で
き
な
い
。

■

こ
こ
で
人
！！
過
剰
国
と
過
少
国
の
問
題
が
で
て
き
た
が
、
こ
：れ
を
明
白
に
区
.

別
し
、
経
済
発
展
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
処
方
箋
を
提
供
し
て
い
.る 

(

8

)

.

の
は
ヌ
ル
ク
セ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
区
別
の
基
準
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
 

人
ロ
と
土
地
の
也
率
を
と
°
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
.偽
装
失
業
の
概
念
は
人 

n
過
剰
型
の
国
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ル
イ
ス
や
フ
ヱ
イ
"
レ
イ 

ニ
ス
：

モ
デ
ル
'も
人

P
過
剰
型
の
低
開
発
経
済
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
，

て

人

口

稀

^-
型
の
低
辟
発
固
は
対
象
に
お
い
て
•い
な
い
。
.
.そ
の
う
え
に
ラ•

ミ
ン
ト
の
第
ー
ー
の
型
に
も
適
用
で
き
な
い
と
な
る
と
、
そ
の
適
用
範
四
は
ま
す 

ま
す
狹
く
な
る
。
■ 

.

人
ロ
過
剩
国
と
稀
薄
国
の
区
別
と
ニ
蜇
経
済
の
関
係
に
加
え
て
、
贸
易
が
国 

内
嚴
済
成
長
を
先
導
す
る
型
と
経
済
成
長
.に
遅

行

す

る

型

に

わ

け

、

た

と

え

.ば 

イ
ン
ド
は
後
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
分
類
と
ニ
茁
経
済
の
関
係 

も
ま
た
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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